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2023年春合格目標 システムアーキテクト模擬試験解説

午前Ⅱ、午後Ⅰ、午後Ⅱの解説をします。
必ず試験実施後に試聴しましょう。

KPT：振り返り手法 Keep（できたこと）、Problem（改善すべ
きこと）、Try（挑戦したいこと）

MRP：資材所要量計算
MVP：実用最小限の製品（Minimum Viable Product)
YWT：Y（やったこと）、W（分かったこと）、T（次にやること）

午前Ⅱ

動画内および解答解説冊子には「Most Viable Product」とありますが、正しくは、講義録のとおり
「Minimum Viable Product」となります。お詫びして訂正いたします。
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多相性（ポリモフィズム）
承継（インヘリタンス）
インスタンス
カプセル化 特化、汎化 は重要キーワード
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100点満点→０〜１００点
８０点以上→７９点と８０点
６０点以上→５９点と６０点
４０点以上→３９点と４０点

−１、０、３９、４０、５９、６０、７９、８０、１００、１０１

開発する機能の全体リスト・・・プロダクトバックログ
そのスプリントで開発する機能リスト・・・スプリントバックログ
毎朝行う短時間ミーティング・・・デイリースクラム
振り返り・・・レトロスペクティブ
ユーザストーリの相対的な開発工数見積手法・・・プランニングポーカ
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狙われるサイト
ログインが必要なサイト

発生しうる脅威
不正送金
掲示板へのなりすまし書込み
利用者の意図しない商品購入

掲示板やショッピングサイトにログ
インしながら、メールやSNSを
チェックする際に狙われる！
ながら作業を狙った攻撃！
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デュアルシステム

デュプレックスシステム

デュプレックスシステムのスタンバイ方式

トランザクションのACID特性
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午後１ 問１
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午後１ 問２
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目標ステータスの取る値
“目標未設定”→“目標設定済み”→“面談済み”→ （“目標更新あり”）→“承認済み”

午後１ 問３
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午後１ 問４
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午後Ⅱ 問１

第１章 私がリプレースに携わった業務ソフトウェア
1.1 対象業務と業務ソフトウェアの概要
1.2 リプレースの理由
第２章 リプレースについて
2.1 経営陣からの要求
2.2 開発及びリプレース方針の検討・決定
第３章 評価
3.1 適切だった点
3.2 改善の余地があると考えた点

午後Ⅱ 問２

第１章 私が携わった情報システム開発
1.1 対象業務と情報システムの概要
1.2 要求事項の変更内容
第２章 要求事項の変更手順と課題
2.1 要求事項の変更への対応手順
2.2 過程で生じた課題と解決方法
第３章 変更対応を確実に実行するための工夫
3.1 変更内容の特性と目的
3.2 工夫した内容
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午後Ⅱ 問３

第１章 私が携わった組込みシステム概要
1.1 組込みシステムの概要
1.2 省電力化要求の背景・経緯
1.3 目的及び目標
第２章 特徴と制約に基づく課題と課題への対応
2.1 システムの特徴と制約に基づく省電力化対策
における課題と課題への対応
2.2 システムに求められた機能や性能の確保との両立
第３章 評価と今後の課題
3.1 省電力化の目標に対する達成度及び評価
3.2 今後の課題



 

令和５年度春期 

システムアーキテクト 

公開模試解答・解説  

訂正表 

 

下記の通り訂正がございます。ご迷惑をおかけして，誠に申し訳ございません。 

 

解答・解説冊子 3ページ 4行目 

 

(誤) MVP(Most Viable Product)は、実用最小限の～ 

        ↓ 

(正) MVP(Minimum Viable Product)は、実用最小限の～ 

 

 

解答・解説冊子 7ページ 7行目 

 

(誤) 100～ … 無効同値クラス 

        ↓ 

(正) 101～ … 無効同値クラス 

 

 

ＴＡＣ情報処理講座 


